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(57)【要約】
【課題】構造の肥大化や複雑化を抑えて、通気空間に止
水性能（防水性能）を得易くした屋根構造を提供する。
【解決手段】本発明は、屋根下地１１の棟部、及び屋根
下地１１上に設けた屋根材の棟側を、棟包み４で覆った
屋根構造１であって、棟包み４は、その軒側端部の下方
で軒側に開口する通気空間を、屋根下地１１との間に形
成し、屋根下地１１に、棟包み４を取り付けるブラケッ
ト６を設け、ブラケット６に、下方に隙間を有する上ト
ラップ７１を設け、上方に隙間を有する下トラップを、
通気空間内の上トラップ７１から棟側又は軒側にずれた
位置に設けた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋根下地の棟部、及びこの屋根下地上に設けた屋根材の棟側を、棟包みで覆った屋根構
造であって、
前記棟包みは、その軒側端部の下方で軒側に開口する通気空間を、前記屋根下地との間に
形成し、
前記屋根下地に、前記棟包みを取り付けるブラケットを設け、
前記ブラケットに、下方に隙間を有する上トラップを設け、
上方に隙間を有する下トラップを、前記通気空間内の前記上トラップから棟側又は軒側に
ずれた位置に設けたことを特徴とする屋根構造。
【請求項２】
　前記ブラケットに、前記棟包みが脱着自在であることを特徴とする請求項１記載の屋根
構造。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、屋根構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、従来の屋根構造（棟構造）が開示されている。この特許文献１記載の
棟構造は、棟包みの内側にアンテナ接栓モジュールを配置して取り付けてある。アンテナ
接栓モジュールは、軒側に開口した凹所を有する。棟包みは、この凹所の棟側の開口に連
通する開口部を側片（棟側の端部）に有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２０９６１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来の屋根構造では、通気空間に軒側の開口から風が吹き込むときに、この
風によって雨水等の水分が凹所に流入することがある。このため、従来の屋根構造では、
この水分（湿気）が、アンテナケーブル接続端子や野地板等に付着する恐れがある。
【０００５】
　本発明は、前記事情に鑑みてなされたものであって、構造の肥大化や複雑化を抑えて、
通気空間に止水性能（防水性能）を得易くした屋根構造を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために本発明は、屋根下地の棟部、及びこの屋根下地上に設けた屋
根材の棟側を、棟包みで覆った屋根構造であって、前記棟包みは、その軒側端部の下方で
軒側に開口する通気空間を、前記屋根下地との間に形成し、前記屋根下地に、前記棟包み
を取り付けるブラケットを設け、前記ブラケットに、下方に隙間を有する上トラップを設
け、上方に隙間を有する下トラップを、前記通気空間内の前記上トラップから棟側又は軒
側にずれた位置に設けたことを特徴とする。
【０００７】
　また、前記ブラケットに、前記棟包みが脱着自在であることが好ましい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明は、上トラップ及び下トラップで通気空間が上下に蛇行した形状となり、止水性
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能を得易くすることができる。そして、本発明は、棟包みに上トラップを設ける場合に比
べて、棟包みやその取付構造を簡素したり、コンパクト化したりし易くすることができる
。このように、本発明は、構造の肥大化や複雑化を抑えて、通気空間に止水性能（防水性
能）を得易くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本例の屋根構造を示し、図２のＣ－Ｃ断面における斜視図である。
【図２】本例の屋根構造の全体斜視図である。
【図３】本例の屋根構造を示し、棟側の一部を分解した斜視図である。
【図４】図２のＢ－Ｂ断面図である。
【図５】図１において第１棟包みを分離した状態の斜視図である。
【図６】図２のＤ－Ｄ断面図である。
【図７】図２のＥ－Ｅ断面における斜視図である。
【図８】棟包みの斜視図である。
【図９】屋根下地や棟包み等を省略した斜視図である。
【図１０】棟面戸部材の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を添付図面に基づいて説明する。
【００１１】
　本発明の実施形態（本例）の屋根構造１は、例えば、図２に示すように、切妻屋根を有
する建物に適用される。なお、以下、切妻屋根における一方の屋根面のみを説明し、他方
（棟部を挟んだ反対側）の屋根面に関しては、前記一方の屋根面と略同一の構成となるた
め、説明及び図面での記載を省略する。
【００１２】
　屋根構造１は、図３に示すように、屋根下地１１と、屋根材（凹凸屋根材３）と、棟包
み４と、棟側面戸部材（面戸部材８）と、けらば部材１８とを備える。以下の説明では、
傾斜した屋根面に沿って軒と棟を結ぶ方向（屋根勾配に沿った方向）を、前後方向とし、
水上側（棟側）を後方とし、水下側（軒側）を前方とする。そして、前後方向に直交する
棟に沿う方向を、左右方向（側方）とする。そして、本実施形態において、軒は、棟方向
に沿って（棟方向と平行に）設けられる。
【００１３】
　また、説明の便宜上、前後方向及び左右方向の両方向に直交する方向を、上下方向とす
る。このため、本実施形態においては、上下方向が、屋根勾配の分、鉛直方向から傾いて
いる。そして、各構成の説明では、建物に取り付けた姿勢を基準として、前述の前後、左
右、上下方向を用いる。更に、以下の説明では、前後方向を向いて視た状態を、正面視と
し、左右方向を向いて視た状態を、側面視とし、上下方向を向いて視た状態を、平面視と
する。
【００１４】
　屋根下地１１は、図４に示すように、屋根勾配と略同じ角度で傾斜している。言い換え
ると、屋根下地１１は、棟から軒に向かって下り傾斜している。言い換えると、屋根下地
１１は、側面視下向きＶ字形状に形成される。屋根下地１１は、例えば、垂木等の構造躯
体上に設けられる。そして、屋根下地１１は、例えば、側面視下向きＶ字に設けた野地板
と、野地板の上面に敷設した防水シートや遮熱シート等（図示せず）とで形成される。屋
根下地１１（前記野地板）は、棟側から軒側に向けて一様な角度で下り傾斜しており、屋
根勾配（軒棟方向）と平行となっている。
【００１５】
　そして、屋根下地１１は、図２に示すように、左右方向の両端に、けらば部材１８が取
り付けられる。けらば部材１８は、前後方向において、屋根下地１１に沿って設けられる
。けらば部材１８は、屋根下地１１から上方に突出して形成される。更に、けらば部材１
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８は、その前端部が屋根下地１１より前方に位置しており、屋根構造１は、所謂けらば勝
ちの構成となっている。
【００１６】
　また、屋根下地１１は、図１や図５に示すように、その棟部（上端部）に、換気部１３
が設けられる。言い換えると、屋根構造１のＶ字の角には、換気部１３が設けられる。換
気部１３は、前記棟部の左右方向における一部に設けられており、例えば、換気部１３は
、前記棟部の左右方向における中央に設けられる。このため、前記棟部は、換気部１３を
設けた第１部位と、換気部１３を設けていない第２部位とを有する。
【００１７】
　換気部１３は、屋根下地１１に対して上下方向或いは鉛直方向に貫通した開口部１４を
有する。このため、屋根構造１は、屋根下地１１より上方の空間（後述の棟包み４の下方
空間）と、屋根下地１１より下方の空間（天井裏等の屋内空間１０１）とが連通する構成
となっている。そして、開口部１４には、覆い部材２が設けられる。覆い部材２は、図４
や図５に示すように、開口部１４を覆う覆い部２１と、覆い部２１の外周から垂下された
垂下部２２と、垂下部２２の下端に形成された固定片２３とで形成される。
【００１８】
　覆い部２１は、例えば、側面視下向きＶ字形状となっており、左右方向に幅を有した矩
形板状に形成される。そして、覆い部２１は、そのＶ字の各辺が、屋根下地１１のＶ字と
略平行に並び、互いのＶ字の角が鉛直に並ぶよう構成される。このため、覆い部２１は、
その板面で開口部１４を覆う構成となっている。
【００１９】
　また、覆い部２１には、図３に示すように、上下方向に貫通開口した複数の通気孔２４
と、上下方向に貫通開口した通線孔２５とが設けられる。通気孔２４及び通線孔２５はい
ずれも、図１や図５に示すように、開口部１４に連通するよう構成される。このため、屋
根下地１１より上方の前記空間（棟包み４の下方空間）は、通気孔２４や通線孔２５を介
して、屋内空間１０１と連通する。
【００２０】
　通線孔２５は、例えば、図３に示すように、覆い部２１の左右方向の中央に設けられる
。通線孔２５は、左右方向に長尺な長孔形状となっている。通線孔２５には、機能パネル
（詳細は後述する）等の配線を挿通可能となっている。通気孔２４は、覆い部２１に複数
設けられる。そして、通気孔２４は、通線孔２５の両側方に位置する。
【００２１】
　更に、図１や図４や図５に示すように、通気孔２４及び通線孔２５の縁には各々、枠部
２６が設けられる。各枠部２６は、対応する通気孔２４や通線孔２５の各縁に沿って設け
られる。各枠部２６は、対応する通気孔２４や通線孔２５の各縁から起立して（上方に突
出して）形成される。そして、各枠部２６は、対応する通気孔２４や通線孔２５の縁の全
周に亘る平面視環状となっている。
【００２２】
　垂下部２２は、覆い部２１の各前端（前記Ｖ字の各下端）に夫々設けられる。垂下部２
２は、覆い部２１と略同寸で左右方向に幅を有する。言い換えると、垂下部２２は、覆い
部２１の下端全体に亘って設けられる。また、垂下部２２の下端には、固定片２３が設け
られる。
【００２３】
　固定片２３は、垂下部２２から前方に突出しており、固定片２３は、垂下部２２の下端
全体に亘って形成される。固定片２３は、平面視矩形の板状となっている。そして、固定
片２３は、上下方向に貫通した貫通孔が設けられる。この貫通孔には、ビスやねじ等の固
着具（図示せず）が取り付けられる。そして、固定片２３は、この固着具を介して、屋根
下地１１に固定される構成となっている。言い換えると、覆い部材２は、固定片２３で屋
根下地１１に固定される構成となっている。
【００２４】
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　また、覆い部２１の上面には、図３や図９に示すように、通線孔２５を覆う第１カバー
２７と、通気孔２４を覆う第２カバー２８とが設けられる。
【００２５】
　第１カバー２７は、図１や図５に示すように、その後側に固定部２７ａを有しており、
固定部２７ａは、覆い部２１の上面の通線孔２５より後方に固定される。このため、第１
カバー２７は、固定部２７ａより前方の部位で通線孔２５の上方を覆うように構成される
。そして、第１カバー２７は、左右方向及び前方に開口した形状となっており、第１カバ
ー２７は、例えば、下辺を固定部２７ａとした側面視Ｚ状に形成されており、このＺ字の
各角（各２辺の成す角）は、略直角となっている。
【００２６】
　このため、屋根構造１は、第１カバー２７を設けた位置において、第１カバー２７の前
方の開口を介して、前後方向に配線（詳細は後述する）を通したり（通線したり）、空気
を流通したり（通気したり）することができる。言い換えると、第１カバー２７は、前下
方に通線・通気空間を有するよう構成される。また、第１カバー２７は、その前端が覆い
部２１の前端より後方に位置する。
【００２７】
　第２カバー２８は、図１や図５に示すように、その前側に固定部２８ａを有しており、
固定部２８ａは、覆い部２１の上面の通気孔２４より前方に固定される。このため、第２
カバー２８は、固定部２８ａより後方の部位で通気孔２４の上方を覆うように構成される
。そして、第２カバー２８は、左右方向及び後方に開口した形状となっており、第２カバ
ー２８は、例えば、下辺を固定部２８ａとした側面視前後逆様のＺ状に形成されており、
このＺ字の各角（各２辺の成す角）は、略直角となっている。
【００２８】
　このため、屋根構造１は、左右方向において、第２カバー２８の上辺と縦辺とで囲む空
間が、第１カバー２７の上辺と縦辺とで囲む空間に、連通するよう構成される。言い換え
ると、第１カバー２７及び第２カバー２８は、左右方向に連通した通気空間を形成する。
【００２９】
　更に、第２カバー２８は、Ｚ字の上辺の後端に、上返し片２９を有する。上返し片２９
は、図４に示すように、前記上辺の後端から前方上向きに突出して設けられる。上返し片
２９は、図３に示すように、前記後端の左右幅の略全長に亘って形成される。
【００３０】
　なお、前記他方の屋根面は、図１や図３乃至図５に示すように、覆い部２１に、通線孔
２５を設けてなく、通気孔２４のみを設けた構成となっている。言い換えると、前記他方
の屋根面は、左右方向において前記一方の屋根面の通気孔２４の位置（覆い部２１の中央
）にも、通気孔２４が設けられている。このため、前記他方の屋根面は、覆い部２１が第
２カバー２８で覆われる構成となっている。もちろん、前記他方の屋根面は、前記一方の
屋根面と同様に、覆い部２１に通線孔２５が設けられた構成であってもよい。
【００３１】
　また、屋根下地１１上には、図２や図３や図９に示すように、複数の屋根材が載置され
る。この屋根材は、下方に開口し上方に突出する凸部３３と、上方に開口し下方に凹む凹
部３４とを交互に有する。言い換えると、前記屋根材は、凸部３３と凹部３４とが交互に
並ぶよう構成された凹凸屋根材３となっている。
【００３２】
　例えば、凸部３３は、図６に示すように、上下方向に面を有する天面部と、この天面部
の左右両側から各々垂下して設けた側面部とを有する。そして、凸部３３は、下方に開口
した正面視上下逆様の角形Ｕ字に形成される。凹部３４は、上下方向に面を有する底面部
と、この底面部の左右両側から各々起立して設けた側面部とを有する。そして、凹部３４
は、上方に開口した正面視角形Ｕ字に形成される。
【００３３】
　更に、凸部３３と凹部３４とは、左右方向に交互に並んで形成される。このため、凸部
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３３の側面部は、隣接する凹部３４の側面部を兼ねており、この側面部は凸部３３の天面
部や凹部３４の底面部に対して略直交する。
【００３４】
　凸部３３及び凹部３４は、その断面形状が各々、前後方向において一様となっている。
凸部３３及び凹部３４は、その棟側端部が各々、後方（水上側）に開口する。言い換える
と、凸部３３及び凹部３４は各々、棟側開口を有する。凹凸屋根材３毎に、凸部３３の棟
側開口は、凹部３４の棟側開口と前記側面部を介して左右方向に隣り合う。そして、凸部
３３の天面部及び凹部３４の底面部は、屋根勾配（前後方向）に沿って設けられる。言い
換えると、凹凸屋根材３は、屋根下地１１の上面に沿って設けられる。
【００３５】
　更に、凸部３３及び凹部３４は、その軒側端部が各々、前方（水下側）に開口する。言
い換えると、凸部３３及び凹部３４は各々、軒側開口を有する。凸部３３及び凹部３４は
各々、前後方向において、軒側開口と棟側開口とが連通する。そして、屋根構造１は、凸
部３３の内部空間を介して、例えば、軒側から棟側へ（或いは棟側から軒側へ）通気する
ように構成される。言い換えると、凸部３３は、その内部空間が通気空間となっている。
【００３６】
　なお、凸部３３の軒側開口は、図２に示すように、軒側面戸部材３８に覆われており、
軒側面戸部材３８は、凸部３３の軒側端部の下方を覆う部位に、通気用の開口（図示せず
）が設けられている。このため、凸部３３の内部空間の軒側は、軒側面戸部材３８を介し
て外部に開口した構成となっている。
【００３７】
　また、凹凸屋根材３は、例えば、ルーフデッキや、折板材等となっており、前後方向に
直交して切断した断面（左右方向に切断した断面）が、角波状となるように形成される。
そして、凹凸屋根材３は、例えば鋼板製となっている。なお、凹凸屋根材３は、断面丸波
状に形成されてもよく、断面形状は、前記波状に限定されない。そして、凹凸屋根材３は
、鋼板以外の金属板で形成してもよく、またその材質は金属に限定されるものではない。
【００３８】
　凹凸屋根材３は、左右方向に並べて（隣り合って）配置される。これによって、屋根構
造１は、凹凸屋根材３で屋根下地１１の上面の略全体を覆うよう構成される。そして、左
右方向において隣り合う凹凸屋根材３は、連結具（図示せず）を介して連結される。この
連結具は、例えば、ビスや釘等の固着具（図示せず）を用いた固着によって、屋根下地１
１に固定される。
【００３９】
　更に、前記連結具には、カバー部材３５が取り付けられる。カバー部材３５は、前記隣
り合う凹凸屋根材３の間の部分、及びこの部分に設けた前記連結具を覆うよう構成される
。カバー部材３５は、凸部３３を模した外観形状で形成される。そして、カバー部材３５
は、左右方向において、凹部３４と隣り合う。このため、屋根構造１の屋根面は、カバー
部材３５で覆う部位を含めて、凹部３４と凸部３３とが左右方向に交互に並ぶように構成
される。
【００４０】
　このように、本実施形態の屋根構造１は、その屋根面が複数の凹凸屋根材３で形成され
ており、凹凸形状の屋根面となっている。言い換えると、凹凸屋根材３は、その上面が屋
根面となっている。そして、本実施形態では、前記屋根面上に機能パネル（図示せず）が
設けられる。
【００４１】
　この機能パネルは、例えば太陽光発電パネルとなっている。この機能パネルは、送電配
線等の配線（図示せず）を備える。この配線は、後述の棟包み４の下方空間（通線・通気
空間）から通線孔２５（開口部１４）を介して、建物内（屋内空間１０１）に導入される
構成となっている。なお、前記機能パネルは、太陽光発電パネルに限らない。
【００４２】
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　また、凹凸屋根材３は、図９に示すように、その棟側端部が、第１部位に位置するもの
（第１屋根材３１）と、第２部位に位置するもの（第２屋根材３２）とで、前後方向の寸
法（前後長）が異なるよう構成される。詳しくは、第１屋根材３１の前後長が、第２屋根
材３２の前後長に比べて小寸となっている。そして、第１屋根材３１と第２屋根材３２は
、互いの軒側端部が左右方向に略面一に並ぶよう配置される。
【００４３】
　このため、第１屋根材３１の棟側端部３１ａは、第２屋根材３２の棟側端部３２ａより
前方に位置するよう構成される。言い換えると、屋根構造１は、第１屋根材３１の棟側端
部３１ａを第２屋根材３２の棟側端部３２ａより前方に位置するよう、第１屋根材３１の
前後長を短くして設けられる。更に、屋根構造１は、図４に示すように、前後方向におい
て、第１屋根材３１の棟側端部３１ａと、垂下部２２との間に隙間を有して構成される。
【００４４】
　棟包み４は、図３に示すように、屋根下地１１の棟部側の上方に設けられる。棟包み４
は、前後方向に長さを有しており、側面視下向きＶ字形状となっている。そして、棟包み
４は、左右方向に幅（左右幅）を有しており、平面視矩形の板状となっている。例えば、
棟包み４は、金属板を曲げ加工や絞り加工等することで形成される。
【００４５】
　更に、棟包み４は、Ｖ字の先端（前端）に、前面部４４を有する。言い換えると、棟包
み４は、Ｖ字の包み本体４３と、包み本体４３の前端に設けた前面部４４とを有する。前
面部４４は、包み本体４３の前端から垂下して形成される。前面部４４は、包み本体４３
の左右幅の略全長に亘って設けられる。
【００４６】
　また、屋根構造１は、図２に示すように、棟包み４を複数備える。各棟包み４の左右幅
は、屋根下地１１の左右幅に比べて小寸となっている。そして、屋根構造１は、複数の棟
包み４を左右方向に並べることで、屋根下地１１の棟部を、その左右方向の略全体に亘っ
て覆う構成となっている。言い換えると、屋根構造１は、凹凸屋根材３の棟側端部（３１
ａ，３２ａ）や換気部１３等を、複数の棟包み４で上方側から覆う構成となっている。こ
のため、棟包み４は、その上面等が、屋根構造１の棟側の外観面を形成する。更に、棟包
み４は、第１部位を覆う第１棟包み４１と、第２部位を覆う第２棟包み４２とに区別され
る。
【００４７】
　第２棟包み４２は、図７に示すように、包み本体４３が笠木１６に固定される。笠木１
６は、第２屋根材３２の凸部３３に固定される。このため、第２棟包み４２は、笠木１６
を介して、第２屋根材３２の凸部３３に固定される。笠木１６は、図９に示すように、左
右方向に長尺に形成されており、笠木１６の左右方向の寸法は、第２屋根材３２の左右方
向の寸法と略同寸となっている。笠木１６は、前後方向において、第１屋根材３１より後
方に配置される。
【００４８】
　更に、第２棟包み４２は、左右方向の端部（側端部）を、上下に重ねて配置される。そ
して、第２棟包み４２は、その前後長が、左右方向において一端側に向けて狭まる形状と
なっており、左右方向に隣り合う第２棟包み４２は、一方の第２棟包み４２の小寸側の側
端部の上方に、他方の第２棟包み４２の大寸側の側端部を重ねて配置される。
【００４９】
　このため、複数の第２棟包み４２は、左右方向において、略同面で並ぶ（略直線状に並
ぶ）よう配置される。そして、隣り合う第２棟包み４２は、その下方空間（Ｖ字の内側）
が左右方向に連通する構成となっている。言い換えると、第２棟包み４２は、左右方向の
端部の下方に、連通空間を有するよう構成される。
【００５０】
　そして、隣り合う第２棟包み４２は、その重なり合う部位（前記側端部）の間にコーキ
ング（図示せず）を施す（コーキング処理する）ことで、この部位から第２棟包み４２の
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内側（下方）への雨水等の流入を防止している。このため、第２棟包み４２は、笠木１６
から取り外す場合、コーキングを除去する必要があり、また再び取り付ける場合、再度コ
ーキング処理する必要があり、手間がかかり易い構成となっている。更に、第２棟包み４
２は、笠木１６に固着具で固定するため、一度取り外すと、再び同じ位置に取り付けるこ
とが困難な構成となっている。
【００５１】
　第２棟包み４２の前面部４４は、図７に示すように、笠木１６より前方に位置する。第
２棟包み４２は、前面部４４の下端に突出部４６を有する。突出部４６は、前面部４４か
ら前方に突出して設けられる。突出部４６は、前面部４４の左右方向の略全体に亘って形
成される。突出部４６は、平面視矩形の板状となっている。そして、突出部４６は、その
下端に、下返し片４７を有する。下返し片４７は、突出部４６の前端から後方下向きに突
出して設けられる。下返し片４７は、突出部４６の左右幅の略全長に亘って形成される。
そして、第２棟包み４２を屋根下地１１の棟部側の上方に配置した状態で、下返し片４７
は、その後端（下端）を第２屋根材３２の凸部３３の天面部に当接するよう構成される。
【００５２】
　また、図８に示すように、左右方向において第１棟包み４１と隣り合う第２棟包み４２
は、第１棟包み４１側の側端（換気部１３側に臨む側端）に、受け部５１を備える。言い
換えると、第１棟包み４１に隣接する第２棟包み４２は、包み本体４３の側端に、受け部
５１が設けられる。
【００５３】
　受け部５１は、上方に開口して設けてある。受け部５１は、包み本体４３から下方に突
出して形成される。受け部５１は、包み本体４３の前後長の略全体に亘って設けられる。
そして、受け部５１は、その下方の屋根下地１１及び凹凸屋根材３との間に、隙間を有す
る。言い換えると、図３や図６に示すように、受け部５１を有した第２棟包み４２は、受
け部５１の下方に、左右方向に貫通した開口を有する。
【００５４】
　また、受け部５１は、正面視Ｌ字状の載置部５２と、載置部５２から起立する立上り片
５３とで形成される。載置部５２は、そのＬ字の縦辺部を、包み本体４３の側端から垂下
して形成される。そして、載置部５２は、そのＬ字の横辺部が、包み本体４３より側方（
第２棟包み４２に対して外向き）に突出する。立上り片５３は、載置部５２の横辺部の突
出先端に形成されており、立上り片５３は、載置部５２の前記先端から立ち上げて形成さ
れる。
【００５５】
　言い換えると、受け部５１は、正面視Ｕ字に形成されており、受け部５１は、Ｕ字の一
方の縦辺部（接続辺部）の上端が包み本体４３に接続された構成となっている。更に、Ｕ
字の残り一方の縦辺部（立上り片５３）は、載置部５２の接続辺部に比べて、横辺部から
の突出量（上下高さ）が小寸となっている。なお、受け部５１は、上方及び左右方向の第
１棟包み４１側に開口した正面視Ｌ字状のもの（立上り片５３を備えないもの）であって
もよい。また、受け部５１は、包み本体４３に一体に設けたものに限らず、包み本体４３
に脱着自在や固着具等で固着可能な別部材で設けたもの等であってもよい。
【００５６】
　第１棟包み４１は、図３に示すように、その左右幅が、換気部１３の左右幅と略同寸と
なっている。第１棟包み４１は、その側端に挿入部５５を備える。言い換えると、第１棟
包み４１は、包み本体４３の側端に、挿入部５５が設けられる。
【００５７】
　挿入部５５は、包み本体４３から下方に突出して形成される。挿入部５５は、包み本体
４３の前後長の略全体に亘って設けられる。挿入部５５は、図６に示すように、正面視Ｌ
字状に形成される。挿入部５５は、そのＬ字の縦辺部が、包み本体４３の側端から垂下し
て形成される。そして、挿入部５５の縦辺部は、その下端に、横辺部が設けられる。挿入
部５５の横辺部は、包み本体４３側（第１棟包み４１に対して内向き）に突出して形成さ
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れる。
【００５８】
　更に、挿入部５５の縦辺部は、その上下高さが、載置部５２の接続辺部の上下高さに比
べて若干小寸となっており、また挿入部５５の縦辺部の上下高さは、立上り片５３の上下
高さに比べて大寸となっている。そして、挿入部５５の横辺部は、その左右幅が、載置部
５２の横辺部の左右幅と略同寸或いは若干小寸となっている。更に、挿入部５５は、横片
部の下面にパッキン５６が設けられる。
【００５９】
　挿入部５５は、その横辺部を載置部５２の横辺部上にパッキン５６を介在して載置する
ことで、受け部５１に取り付けられる構成となっている。このため、第１棟包み４１は、
挿入部５５を介して受け部５１に支持された状態で、屋根下地１１の棟部側の上方に配置
される。言い換えると、第２棟包み４２は、第１棟包み４１の側端部を支持する（受ける
）受け部５１を有する。そして、受け部５１は、第２棟包み４２の包み本体４３より下方
で第１棟包み４１を支持するよう構成される。
【００６０】
　このため、屋根構造１は、図１や図６に示すように、第１棟包み４１を第２棟包み４２
より上方に突出し難くすることができる。言い換えると、屋根構造１は、第１棟包み４１
の上方への突出量を抑えて、換気部１３の上方を覆うことができる。これによって、屋根
構造１は、左右方向において、第１棟包み４１及び第２棟包み４２を略同面に配置し易く
することができる。なお、屋根構造１は、パッキン５６を載置部５２の横片部に設けた構
成や、パッキン５６を備えずに挿入部５５を直接載置部５２に載置する（受け部５１に載
置する）構成等であってもよい。
【００６１】
　また、第１棟包み４１は、受け部５１に載置した状態で、挿入部５５とその下方の屋根
下地１１及び凹凸屋根材３との間に、隙間を有する。言い換えると、第１棟包み４１は、
挿入部５５（受け部５１）の下方に、左右方向に貫通した開口を有する。
【００６２】
　このため、隣り合う第２棟包み４２と第１棟包み４１とは、受け部５１に挿入部５５を
載置した状態で、互いの前記開口を介して、第２棟包み４２の下方空間と第１棟包み４１
の下方空間とを連通するよう構成される。これによって、屋根構造１は、第２棟包み４２
の下方空間と第１棟包み４１の下方空間との間で、空気を流通する（通気する）ことがで
きる。
【００６３】
　言い換えると、屋根構造１は、第１棟包み４１及びこれに隣接する第２棟包み４２も、
他の第２棟包み４２と同様に、左右方向の端部の下方に、連通空間を有する構成となって
いる。このため、棟包み４（第１棟包み４１及び第２棟包み４２）はいずれも、左右方向
において、その下方空間が連通するよう構成される。
【００６４】
　更に、第１棟包み４１は、受け部５１に支持された状態で、前面部４４の下端と第１屋
根材３１の凸部３３の天面部との間に隙間を有するよう構成される。このため、屋根構造
１は、第１棟包み４１の前面部４４の位置において、前記隙間を介して、前記配線を通し
たり（通線したり）、通気したりすることができる。言い換えると、第１棟包み４１は、
前面部４４の下方に通気・通線空間（通気・通線用の開口）を有するよう構成される。
【００６５】
　そして、第１棟包み４１の前面部４４は、その下端に、後返し片４５を有する。後返し
片４５は、第１棟包み４１の前面部４４の下端から後方上向きに突出して設けられる。後
返し片４５は、第１棟包み４１の前面部４４の左右幅の略全長に亘って形成される。
【００６６】
　このように、屋根構造１は、第１棟包み４１の下方空間（第１空間）が、換気部１３を
介して、屋根下地１１より下方の空間（天井裏等の屋内空間１０１）と連通するよう構成
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される。このため、屋根構造１は、例えば、屋内空間１０１の空気を、換気部１３から第
１空間を介して、第１棟包み４１の前面部４４下方の隙間（通気・通線空間）から排出す
る等で、屋内空間１０１を換気することができる。
【００６７】
　そして、各棟包み４の下方空間は、対応する凸部３３（棟包み４に覆われる凸部３３）
の内部空間に連通するよう構成される。このため、屋根構造１は、例えば、前記内部空間
を通気する（換気する）ことで、前記機能パネルや太陽光等の熱の通気空間での滞留を抑
制することができる。これによって、屋根構造１は、例えば、前記機能パネルをその裏面
側から冷却したり、前記内部空間の熱による屋内空間１０１（天井裏）の温度上昇等を軽
減したりすることができる。
【００６８】
　更に、屋根構造１は、棟包み４の下方空間が、連通空間を介して、左右方向に連通する
よう構成される。このため、屋根構造１は、例えば、第２棟包み４２の下方空間（第２空
間）の空気を、第１空間から第１棟包み４１の前面部４４下方の通気・通線空間から排出
することができる。これによって、屋根構造１は、第２空間に空気を滞留し難くすること
ができて、第２空間を換気し易くすることができる。
【００６９】
　そして、屋根構造１は、前記通気・通線用の開口を介して前記配線を第１空間に導入す
ることができる。言い換えると、前記配線は、前記通気・通線用の開口から第１空間を介
して、通線孔２５に導入される構成となっている。
【００７０】
　また、屋根構造１は、通線孔２５を覆う第１カバー２７と、通気孔２４を覆う第２カバ
ー２８とを備える。このため、屋根構造１は、棟包み４の下面に生じた結露水等を、第１
カバー２７や第２カバー２８で受けることで、この結露水等を通気孔２４や通線孔２５に
流入し難くことができる。更に、屋根構造１は、通線孔２５及び通気孔２４の両縁に、枠
部２６を設けたことで、覆い部２１上面に流下した結露水等を、通線孔２５や通気孔２４
に流入し難くすることができる。
【００７１】
　また、屋根構造１は、左右方向において第１棟包み４１と第２棟包み４２との間に流入
した雨水等が、載置部５２の横辺部の上面（受け部５１）を介して、棟包み４の前方に流
動し易い構成となっている。このため、第１棟包み４１と第２棟包み４２の間には、コー
キングを設けなくても、包み本体４３の下方空間への雨水等の流入を抑制することができ
る。
【００７２】
　そして、載置部５２の横辺部に流動した雨水等は、前記接続辺部や立上り片５３やパッ
キン５６等によって、左右方向における受け部５１より棟包み４の内側（包み本体４３の
下方空間）への流動が抑制される。言い換えると、屋根構造１は、受け部５１内の雨水等
の、包み本体４３の下方空間（第１空間や第２空間）への流動を、前記接続辺部や立上り
片５３やパッキン５６等で抑制することができる。このため、屋根構造１は、受け部５１
に流れ込んだ雨水等を通気孔２４や通線孔２５等に流入し難くすることができる。
【００７３】
　更に、第１棟包み４１は、図１や図５に示すように、ブラケット６（詳細は後述する）
を介して、屋根下地１１に取り付けられる。第１棟包み４１は、ねじ等の脱着可能な取付
具（図示せず）を介して、ブラケット６に固着される。このため、第１棟包み４１は、前
記取付具を取り外すことで、屋根下地１１の棟部から取外し可能な状態にすることができ
る。これによって、第１棟包み４１は、防水性能の低下を抑制して、コーキングを設ける
第２棟包み４２に比べて、容易に取り付け取外し可能な構成とすることができる。言い換
えると、屋根構造１は、一部の棟包み４（第１棟包み４１）を着脱自在で備える。
【００７４】
　ブラケット６は、その上方側が第１棟包み４１に覆われる。言い換えると、ブラケット
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６は、第１棟包み４１の包み本体４３の下方に設けられる。ブラケット６は、図３や図９
に示すように、左右方向に間隔を空けて複数配置される。ブラケット６は、図４に示すよ
うに、上下方向に長尺な第１縦片６１と、第１縦片６１の下端から後方に突出する第１横
片６２と、第１縦片６１の上端から前方に突出する第２横片６３とを有する。
【００７５】
　そして、第１横片６２及び第２横片６３は、前後方向において、第１縦片６１から略直
交する向きに突出して形成される。このため、ブラケット６は、各片の間の角度が略直角
の側面視略Ｚ字状となっている。言い換えると、ブラケット６は、側面視所謂階段状（ス
テップ状）となっている。
【００７６】
　第１横片６２は、第１屋根材３１の棟側端部３１ａと垂下部２２との間（前記隙間）に
配置される。そして、第１横片６２は、固定片２３の上面に載置される。そして、第１横
片６２には、固着孔６４が設けられる。固着孔６４は、上下方向に貫通して形成される。
第１横片６２は、固着孔６４を固定片２３の貫通孔に連通させた状態で、固着孔６４に前
記固着具が取り付けられる。
【００７７】
　これによって、第１横片６２は、固定片２３を介在して、屋根下地１１に固定される。
言い換えると、屋根構造１は、共通の固着具で、ブラケット６（第１横片６２）及び覆い
部材２（固定片２３）を屋根下地１１に固定するよう構成される。
【００７８】
　第２横片６３は、第１棟包み４１の包み本体４３の下方に配置される。そして、第２横
片６３には、取付孔６５が設けられる。取付孔６５は、上下方向に貫通して形成されてお
り、前後方向に長尺な長穴形状となっている。取付孔６５には、取付具が上方側から取り
付けられる。言い換えると、取付具は、第１棟包み４１を貫通して取付孔６５に脱着自在
で取り付けられる。これによって、第１棟包み４１は、ブラケット６に脱着自在で取り付
けられる。
【００７９】
　このように、屋根構造１は、棟包み４（第１棟包み４１）を脱着自在で備える。このた
め、屋根構造１は、棟包み４に覆われる部位の点検等のメンテナンスを行い易くすること
ができる。そして、屋根構造１は、第１棟包み４１で第１部位を覆う構成となっている。
このため、屋根構造１は、例えば、リフォーム等で屋根面（凹凸屋根材３）上に機能パネ
ルを追加するときや撤去するとき等に、前記配線の通線（設置）や撤去等の作業を行い易
くすることができる。
【００８０】
　更に、屋根構造１は、棟包み４の下方空間が左右方向に連通するため、例えば、第１空
間から連通空間を介して、第２空間の視認等を行うことができる。このため、屋根構造１
は、第２棟包み４２の点検等のメンテナンスを行い易くすることができる。
【００８１】
　屋根構造１は、屋根下地１１に固定したブラケット６を介して、第１棟包み４１を屋根
下地１１に取り付けている。このため、屋根構造１は、例えば、前記取付具の脱着等の作
業を、屋根下地１１より第１棟包み４１（屋根構造１の外観）に近い側で行うことができ
る。これによって、屋根構造１は、第１棟包み４１の脱着を行い易くすることができる。
【００８２】
　また、ブラケット６は、第１縦片６１の上部に、上トラップ７１が設けられる。上トラ
ップ７１は、図５に示すように、前後方向に交差するトラップ部を有する。このトラップ
部は、第１棟包み４１に覆われる第１空間の上部側から垂下して設けられる。
【００８３】
　上トラップ７１は、例えば、側面視Ｌ字状の第１トラップ部材７２で形成される。第１
トラップ部材７２は、Ｌ字の縦片の上端からＬ字の横片が前方に突出した形状となってい
る。言い換えると、上トラップ７１は、横片が前方に突出する側面視下向きＬ字状に設け
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られる。そして、上トラップ７１は、前記縦片が前記トラップ部として機能する。
【００８４】
　更に、上トラップ７１は、Ｌ字の縦片が第１縦片６１の前面に当接し且つＬ字の横片が
第２横片６３の下面に当接した状態で、ブラケット６に固定される。上トラップ７１は、
その左右幅が、換気部１３の左右幅より若干小寸に形成されており、第２棟包み４２の受
け部５１との干渉を防止している。そして、上トラップ７１は、複数のブラケット６に固
定される。言い換えると、複数のブラケット６は、上トラップ７１を介して、左右方向に
連結される構成となっている。
【００８５】
　上トラップ７１は、Ｌ字の縦片の上下高さが、第１縦片６１の上下高さに比べて、小寸
となっている。このため、上トラップ７１は、その下方に、前後方向に貫通した隙間を有
する構成となっている。そして、屋根構造１は、上トラップ７１を設けた位置において、
前記隙間を介して、前記配線を通したり、通気したりすることができる。言い換えると、
上トラップ７１は、下方に、通気や通線可能な空間（通気・通線空間）を有するよう構成
される。
【００８６】
　更に、ブラケット６は、図４に示すように、第１横片６２の後端に、起立片６６を有す
る。起立片６６は、第１横片６２に起立して設けられる。起立片６６は、その上下高さが
、第１縦片６１の上下高さに比べて小寸で形成される。起立片６６は、覆い部材２の垂下
部２２の近傍に配置されており、垂下部２２より前方に位置する。
【００８７】
　起立片６６と垂下部２２との前後方向の間には、後下トラップ７４が設けられる。言い
換えると、屋根構造１は、上トラップ７１より後方に、下トラップ（後下トラップ７４）
が設けられる。後下トラップ７４は、前後方向に交差するトラップ部を有する。このトラ
ップ部は、第１棟包み４１に覆われる第１空間の下部側から起立して設けられる。
【００８８】
　後下トラップ７４は、例えば、図５に示すように、第２トラップ部材７５で形成される
。第２トラップ部材７５は、前後方向に板面を有した板状に設けられており、この板状の
部位が前記トラップ部として機能する。後下トラップ７４の左右幅は、換気部１３（覆い
部材２）の左右幅と略同寸となっている。後下トラップ７４は、その上下高さが、垂下部
２２の上下高さより大寸となっている。
【００８９】
　後下トラップ７４の下部は、その下端を固定片２３の上面に当接した状態で、起立片６
６と垂下部２２との隙間に配置される。そして、後下トラップ７４は、前記下端部の後面
を垂下部２２の前面に当接した状態で、ビスやねじ等の固着具（図示せず）で垂下部２２
に固着される。
【００９０】
　更に、後下トラップ７４は、垂下部２２に固着された状態で、例えば、前記下端部の前
面や前記固着具の前端に、起立片６６の後面が当接される。このため、後下トラップ７４
は、前記固着具で覆い部材２に固着されることで、間接的に（覆い部材２を介して）ブラ
ケット６に保持される構成となっている。
【００９１】
　また、後下トラップ７４は、その上端に、前返し片７７（第１前返し片７７ａ）を有す
る。第１前返し片７７ａは、前記上端から前方下向きに突出して設けられる。第１前返し
片７７ａは、後下トラップ７４の左右幅の略全長に亘って形成される。
【００９２】
　また、後下トラップ７４は、第１カバー２７の上辺の前端より前方に位置しており、後
下トラップ７４は、この間（上方）に、通気や通線可能な隙間（通気・通線空間）を有す
る。
【００９３】
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　後下トラップ７４の上端は、上トラップ７１（第１トラップ部材７２）の下端より上方
に位置する。そして、後下トラップ７４の上端は、上下方向において、第１棟包み４１の
包み本体４３の下面より下方に位置しており、後下トラップ７４は、この間（上方）に、
通気及び通線可能な隙間（通気・通線空間）を有する。
【００９４】
　更に、第１前返し片７７ａの前端は、上トラップ７１より後方に位置しており、第１前
返し片７７ａは、この間（前方）に、通気及び通線可能な隙間（通気・通線空間）を有す
る。このように、後下トラップ７４は、前後両方及び上方に、通気及び通線可能な隙間（
通気・通線空間）を有する。
【００９５】
　面戸部材８（棟側面戸部材）は、図９に示すように、凹凸屋根材３の全ての凹部３４を
閉塞するよう構成される。面戸部材８は、凹凸屋根材３の上面に取り付けられる。面戸部
材８は、図４に示すように、その上方側が棟包み４に覆われる。言い換えると、面戸部材
８は、棟包み４の包み本体４３の下方に配置される。
【００９６】
　面戸部材８は、凹部３４に嵌め入れる閉塞部８１を備える。閉塞部８１は、凹部３４と
同数設けられる。各閉塞部８１は夫々、凹部３４に配置される。言い換えると、面戸部材
８は、閉塞部８１を夫々、各凹部３４に嵌め入れて配置する構成となっている。
【００９７】
　閉塞部８１は夫々、前面戸８２と、後面戸８４と、前面戸８２と後面戸８４とを連結す
る連結部（第１連結部８５）とを有する。各閉塞部８１は、その前面戸８２、後面戸８４
、及び第１連結部８５を、共通の凹部３４に配置するよう構成される。言い換えると、面
戸部材８は、前面戸８２、後面戸８４、及び第１連結部８５を一つの閉塞部８１として、
対応する各凹部３４に配置する構成となっている。
【００９８】
　前面戸８２は、図１０に示すように、左右幅及び上下高さを有した正面視矩形の板状に
形成される。前面戸８２の左右幅は、図３に示すように、凹部３４の底面部の左右幅と略
同寸となっている。前面戸８２の上下高さは、図４に示すように、凹部３４の上下高さ（
側面部の上下高さ）と略同寸或いは若干大寸となっている。このため、前面戸８２は、そ
の板面で、凹部３４を閉塞するよう構成される。
【００９９】
　更に、前面戸８２は、その板の上端に返し片８３を有する。返し片８３は、前記上端か
ら前方下向きに突出して設けられる。返し片８３は、前面戸８２の左右幅（凹部３４の左
右幅）の略全長に亘って形成される。
【０１００】
　後面戸８４は、図１０に示すように、左右幅及び上下高さを有した正面視矩形の板状に
形成される。後面戸８４の左右幅は、凹部３４の底面部の左右幅と略同寸となっている。
後面戸８４の上下高さは、図４に示すように、凹部３４の上下高さ（側面部の上下高さ）
と略同寸となっている。このため、後面戸８４は、その板面で、凹部３４を閉塞するよう
構成される。なお、面戸部材８（屋根構造１）は、後面戸８４の左右の両側端及び下端と
、凹部３４の底面部との間に、パッキン（図示せず）を介在した構成であってもよい。
【０１０１】
　第１連結部８５は、図１０に示すように、前後長及び左右幅を有した平面視矩形の板状
に形成される。第１連結部８５の左右幅は、凹部３４の底面部の左右幅と略同寸となって
いる。そして、第１連結部８５の前後長は、前後方向における前面戸８２と後面戸８４と
の間の寸法と略同寸となっている。
【０１０２】
　更に、第１連結部８５の前端は、前面戸８２の下端に連設されており、第１連結部８５
の後端は、後面戸８４の下端に連設される。言い換えると、閉塞部８１は、前面戸８２と
後面戸８４とを第１連結部８５で前後に連結した形状となっている。このため、面戸部材



(14) JP 2014-198948 A 2014.10.23

10

20

30

40

50

８は、前面戸８２と後面戸８４とを纏めて凹部３４に配置することができる。
【０１０３】
　また、面戸部材８は、左右方向において各閉塞部８１を連結する連結部（第２連結部８
６）を有する。第２連結部８６は、左右幅及び前後長を有した平面視矩形の板状に形成さ
れる。第２連結部８６の左右幅は、図９に示すように、凹凸屋根材３の左右幅と略同寸と
なっている。このため、面戸部材８は、凹凸屋根材３の左右幅の略全長に亘って配置され
る。
【０１０４】
　第２連結部８６は、図４に示すように、凸部３３の天面部に載置して、凹凸屋根材３の
上方に配置される。第２連結部８６の平面視凹部３４に重なる部位は、その後端に後面戸
８４の上端が連設される。なお、面戸部材８（屋根構造１）は、第２連結部８６の下面と
凸部３３の天面部との間に、パッキンが介在した構成であってもよい。
【０１０５】
　更に、図９や図１０に示すように、第２連結部８６の平面視凸部３３に載置される部位
（凸部３３に重なる部位）は、その後端に後片を有する。この後片は、前記後端から後方
に延長して設けられる。前記後片は、平面視板状に形成される。前記後片は、その下面が
凸部３３の天面部に載置される。そして、前記後片或いは第２連結部８６の後部には、固
着孔が設けられる。この固着孔には、ビスやねじ等の固着具（図示せず）が取り付けられ
る。面戸部材８は、この固着具を介して、凸部３３（凹凸屋根材３）に固定される。
【０１０６】
　また、第２連結部８６は、その前端に、下トラップ（前下トラップ７６）が設けられる
。言い換えると、面戸部材８は、第３トラップ部材となっている。前下トラップ７６は、
前後方向に交差するトラップ部を有する。このトラップ部は、棟包み４に覆われる下方空
間の下部側から起立して設けられる。
【０１０７】
　前下トラップ７６は、例えば、第２連結部８６の前端から上方に突出しており（起立し
て設けられており）、第２連結部８６と一体に形成される。前下トラップ７６は、前後方
向に板面を有した板状に設けられており、この板状の部位が、前記トラップ部として機能
する。前下トラップ７６の左右幅は、第２連結部８６の左右幅と略同寸となっている。こ
のため、前下トラップ７６は、凹凸屋根材３の左右幅の略全長に亘って形成される。
【０１０８】
　そして、前下トラップ７６は、その上端に、前返し片７７（第２前返し片７７ｂ）を有
する。第２前返し片７７ｂは、前記上端から前方下向きに突出して設けられる。第２前返
し片７７ｂは、前下トラップ７６の左右幅の略全長に亘って形成される。
【０１０９】
　また、図４に示すように、前下トラップ７６は、上トラップ７１（第１トラップ部材７
２）より前方に配置される。このため、前下トラップ７６は、後方に、通気及び通線可能
な隙間（通気・通線空間）を有する。
【０１１０】
　前下トラップ７６の上端は、上下方向において、第１棟包み４１の包み本体４３の下面
より下方に位置しており、前下トラップ７６は、この間（上方）に、通気及び通線可能な
隙間（通気・通線空間）を有する。そして、前下トラップ７６の上端は、上トラップ７１
（第１トラップ部材７２）の下端より上方に位置する。
【０１１１】
　第２前返し片７７ｂの前端（下端）は、後返し片４５の後端（上端）より後方に位置し
ており、第２前返し片７７ｂは、この間（前方）に、通気及び通線可能な隙間（通気・通
線空間）を有する。そして、第２前返し片７７ｂの前端は、第１棟包み４１の前面部４４
の下端より上方に位置する。このため、下トラップは、前後両方及び上方に、通気及び通
線可能な隙間（通気・通線空間）を有する。そして、下トラップの上端は、受け部５１よ
り下方に位置する。
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【０１１２】
　このように、屋根構造１は、第１棟包み４１の前面部４４下方の通気・通線空間が、各
トラップ（前下トラップ７６、上トラップ７１、後下トラップ７４）の通気・通線空間を
介して、第１カバー２７の通気・通線空間に連通するよう構成される。
【０１１３】
　そして、屋根構造１は、前後方向において、各トラップを前下トラップ７６、上トラッ
プ７１、後下トラップ７４の順番に配置して設けられている。更に、屋根構造１は、上ト
ラップ７１の下端が下トラップ（前下トラップ７６及び後下トラップ７４）の上端より下
方に位置するよう構成される。言い換えると、屋根構造１は、第１棟包み４１の前記通気
・通線用の開口から換気部１３に至る通気・通線空間が、側面視上下に蛇行した形状とな
っている。
【０１１４】
　このため、屋根構造１は、前後方向に直線状に通気・通線空間を設けた場合に比べて、
通気・通線空間に前方（軒側）から流れ込む風（空気）に含まれる雨水等の水分を、各ト
ラップで受け易くすることができる。これによって、屋根構造１は、風等で通気・通線空
間に流入した水分を換気部１３に至り難くすることができる。言い換えると、屋根構造１
は、通気・通線空間を蛇行して設けたことで、下方空間における止水性能（防水性能）を
得易くすることができる。
【０１１５】
　更に、屋根構造１は、この上下に蛇行した通気・通線空間を介して、前記配線を通線孔
２５に導入するよう構成される。このため、屋根構造１は、例えば、前記配線に付着した
雨水等を上トラップ７１の下方位置等で落下し易く等することができる。これによって、
屋根構造１は、前記配線を直線状とした場合に比べて、雨水等の前記配線を介した通線孔
２５への流入を抑制し易くすることができる。
【０１１６】
　そして、屋根構造１は、上トラップ７１をブラケット６に設けたことで、第１棟包み４
１に上トラップ７１を設けた場合に比べて、前記配線の姿勢（通線状態）に、第１棟包み
４１の有無（脱着）を影響し難くすることができる。言い換えると、屋根構造１は、第１
棟包み４１を脱着するときに、第１棟包み４１や上トラップ７１を前記配線に干渉し難く
することができる。
【０１１７】
　また、屋根構造１は、上トラップ７１をブラケット６で保持したことで、上トラップ７
１を棟包み４に設けた場合に比べて、例えば上トラップ７１がブラケット６に干渉しなく
なる等で、第１棟包み４１の脱着を行い易くすることができる。そして、屋根構造１は、
上トラップ７１や後下トラップ７４をブラケット６で保持したことで、これら二重のトラ
ップやブラケット６（第１棟包み４１）の取付構造の簡素化（コンパクト化）等を行い易
くすることができる。
【０１１８】
　このため、屋根構造１は、例えば、下方空間における止水性能の低下を軽減して、前記
トラップの取付けや前記配線の通線等を行い易くしたり、第１棟包み４１の上方への突出
（上下高さ）を抑えたりすることができる。これによって、屋根構造１は、前記取付構造
等の肥大化や複雑化を抑えて、通気空間（通気・通線空間）に止水性能（防水性能）を得
易くすることができる。更に、屋根構造１は、覆い部材２がブラケット６と屋根下地１１
との間に介在するため、例えば、覆い部材２やブラケット６の取付構造の簡素化等を行い
易くすることができる。
【０１１９】
　なお、本発明は、切妻屋根だけでなく、片流れ屋根等のその他の形状の屋根にも適用可
能である。また、本発明は、前述の各実施形態にのみ限定されるものではなく、要旨を逸
脱しない範囲内で適宜変更して実施し得るものである。
【符号の説明】
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【０１２０】
　１　屋根構造
　１１　屋根下地
　１３　換気部
　３　凹凸屋根材
　３１　第１屋根材
　３２　第２屋根材
　４　棟包み
　４１　第１棟包み
　４２　第２棟包み
　６　ブラケット
　７１　上トラップ
　７４　後下トラップ
　７６　前下トラップ
　８　面戸部材
 

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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